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（公社）鹿児島県トラック協会
令和３年度事業計画重点事項

1．公益目的事業　
（1）活動支援事業　3,105千円
○各支部及び各専門部会の定例会・合同部会等において経済状況の変化、情報の共有化、行政からの通達
事項の周知、事業者間の情報交換を実施する。

○（公社）全日本トラック協会が主催する全国の事業者が集う「全国トラック運送事業者大会」の分科会、
セミナーへ当協会会員事業者が参加することで、全国の貨物自動車運送事業者が抱えている問題や実
態を把握し、当協会の各支部及び各専門部会において鹿児島県での問題点を含めた対策を協議する。

（2）地方適正化事業　4,667千円
○巡回指導で、新規事業者や特に指導を必要とする事業所を優先的に巡回し、事業者評価が厳正・公平に
なされるよう適正化事業の推進の充実に努める。
○巡回パトロールを通じ、輸送秩序を阻害する行為の防止対策を積極的に推進する。
○適正化事業指導員専門研修、九州・沖縄ブロック適正化指導員研修会等に参加し、指導員の資質向上に
努める。

○過積載防止対策連絡会議に参画し、10月の過積載絶滅運動の取組みについて協議するとともに、ポス
ターやステッカーを作成し、会員事業者、荷主団体、行政機関に配布する。
○「貨物自動車運送事業安全性評価事業（Gマーク制度）」のさらなる普及・拡大に努め、本年度もステッ
カー配布とともにラッピングトラックを導入し、「走る広告塔」として広く県民に周知、広報を行う。
Gマークの取得率アップと安全意識の向上を目的とした説明会を開催するとともに、支部・部会におけ
る説明会及び事業者からの個別相談に対応する。

（3）労働・安全対策事業　55,770千円
○高齢者の事故防止を図るため、高齢者ふれあいトラック交通安全教室を実施する。
○ドライバーの安全意識や運転技能向上のための研修助成と、ドライバー育成及び技術向上のための免
許取得に要した費用の一部助成を行う。

○トラックドライバー・コンテスト鹿児島県大会を開催し、成績優秀者を全国大会へ推薦する。
○セーフティ・チャレンジ交通安全コンテストへの参加を促進し、鹿児島県の交通事故防止を図る。
○各種交通安全運動への積極的参加やポスターを作成し、支部や会員事業者に配布し、交通事故防止を
図る。また、ドライブレコーダを装着していることを表示するステッカーを作成し、配布する。
○新入学児童へ交通安全グッズを贈呈し、トラック輸送の理解と交通安全意識の啓発を図る。
○会員事業者を対象とした社会保険労務士による労務相談を無料で実施する。
○取引環境の改善及び長時間労働の抑制を実現するために設置された「トラック運送事業における取引
環境・労働時間改善鹿児島県地方協議会」に参画する。
また、国が実施する実証実験事業を活用し、県内農産物の生産地から消費地までの輸送方法及び労働
時間の改善に取り組む。
会員及び荷主に「働き方関連法」を周知するため、国等による「長時間労働対策セミナー」を開催する。
○各種助成事業を実施する。（安全装置等，ドライブレコーダ機器，アルコール検知器，適性診断機器及び
診断料，運転記録証明，運行管理者等一般講習，突発性運転不能傷害疾患予防対策，健康増進機器、新型
コロナ感染防止対策等）

（4）環境・エネルギー対策事業　4,936千円
○県内の市町村と連携して次世代に繋がる植樹活動を行い、森林の育成と地球温暖化対策を図る。
○児童の環境問題への意識高揚を推進するため、県内の小学校にSDGs（持続可能な開発目標）等や環境
に関する本を寄贈する。
○エコドライブ意識高揚のため「ベストエコドライブ・コンテスト」を実施する。
○「かごしま環境パートナーズ協定」に基づき、鹿児島県、鹿児島市等が取り組む環境対策協議会や植樹事
業等へ参画する。

○産業廃棄物の不法投棄の早期発見と拡大防止対策を実施する。
○各種助成事業を実施する（低公害車，EMS用機器，エコタイヤ，アイドリングストップ支援機器，グリー
ン経営認証制度）。
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（5）消費者対策事業　1,147千円
○引越管理者講習を実施する。
○貨物自動車運送事業の役割と重要性を周知することを目的に会員事業者及び荷主企業・団体、鹿児島
県民を対象とした物流セミナー（時事講演会）を実施する。

○一般消費者からの輸送相談事業及びクレームに対応する。
（6）広報対策事業　15,440千円
○県ト協ホームページ及び広報誌による情報発信を行う。
○トラック輸送産業の果たす重要な役割及び業界の現状と課題について、鹿児島県民や荷主の理解と関
心を深めるため、新聞等を通じてPR活動を実施する。

○若年、女性ドライバー等の確保、定着、育成を目的とした人材確保につながる広報事業として、ホーム
ページによる求人情報提供や合同就職説明会、人材確保のためのセミナーを開催する。
○鹿児島県内の小学生を対象とした「夢のあるトラック」絵画コンクールを実施する。
○トラック輸送の社会的役割や重要性を周知するための「トラックの日」イベントを開催する。

（7）緊急輸送対策事業　763千円
○防疫資材の緊急輸送に関する協定に基づき緊急輸送体制の整備確立を図る。
○緊急・救援物資等輸送に関する協定に基づき鹿児島県総合防災訓練、桜島火山爆発総合防災訓練等へ
参加する。

（8）経営・近代化促進事業　12,068千円
○事業後継者、青年経営者・女性経営者を育成するための研修事業等を実施するとともに、運送業界の地
位向上に寄与する。

○幹部・管理者の資質向上を目的とした研修を実施する。
○中小企業大学校受講に対する受講料の助成を行う。
○物流効率化に関する調査研究を行い、調査内容に基づきセミナーを開催し、情報提供を行う。
○小学生を対象に、物流の重要性を認識してもらうための出前講座を実施する。
○会員事業者へ情報発信を行うNet-KTA会員ネットワークの利用促進を図る。
○自家用燃料供給施設設置に関する助成を行う。
○利子補給事業、近代化基金造成事業及び信用保証料助成事業を実施する。

（9）負担金事業　44,747千円
○（公社）全日本トラック協会への出捐事業

2．収益事業　
（1）斡旋販売事業　1,812千円

3．その他事業（相互扶助等事業）
（1）支部・部会活動事業　1,300千円
○輸送サービスの改善を図るため、荷主セミナーを通じ荷主との意見交換を実施する。
○輸送サービスの改善を図るため、労働安全セミナーを通じ職場の労務管理に対する意識の高揚、労務体
制の充実、過労運転・飲酒運転による重大事故防止対策を講じる。

（2）福利厚生事業　5,193千円
○会員事業者の従業員に対する福利厚生（スポーツ大会）の実施及び助成を行う。

（3）表彰事業　897千円
○貨物自動車運送事業における安全対策を講じ、事故防止対策に努め、社会的地位の向上に貢献した個
人及び県ト協会員事業者に対する表彰事業を実施する。

4．投資活動
○近代化基金融資のための基金積立てなどの投資

※�令和3年度事業計画及び収支予算は、3月19日開催の令和2年度第6回理事会にて承認されました。なお、事業計画
及び収支予算の詳細については、鹿児島県トラック協会ホームページの協会概要をご覧ください。
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令和 3年度の新規事業や見直し等を行う主な事業概要は次のとおりです。

○地方適正化事業
・Gマーク取得目標
Gマーク取得について、年度目標を設定して取り組むこととなり、令和 3年度は認定率 46％を
目標に取り組む。（5両未満を除く）
なお、下記の事業者については、目標年度を設定して取得に努める。
①　協会本部役員の事業所	 （達成）
②　支部及び部会役員の事業所	 （令和 4年度まで）
③　車両数 50 両以上の事業所	 （令和 4年度まで）
④　支部取得率 平成 30 年度比 20％アップ	 （令和 3年度まで）
　　目標達成支部 令和 2年度比 10％アップ	 （令和 3年度まで）
⑤　部会取得目標
　　取得率 70％未満　令和元年度比 20％アップ	 （令和 3年度まで）
　　取得率 70％以上　100％取得	 （令和 3年度まで）

・Gマーク取得事業者への助成事業の優遇措置の充実
Gマーク取得推進を図るため、取得事業者に対して助成事業の優遇措置（インセンティブ）を
充実することとした。詳しくは、助成事業一覧（P8〜 9）に掲載しています。

・「標準的な運賃」告示に係る取組み
告示された「標準的な運賃」の 100％届出を目指して、支部及び部会において説明会を開催す
るとともに荷主への周知を図る。

○労働・安全対策事業
・事故防止対策事業
2025 年までの事業用トラックの事故防止目標である国の「事業用自動車総合安全プラン 2025」
及び（公社）全日本トラック協会の「トラック事業における総合安全プラン 2025」に基づき、
県ト協の「トラック事業における総合安全プラン 2025」を定め、事故防止に努める。

・助成事業
新型コロナウイルス感染防止を図るため、感染防止対策物品の購入費用及び感染者発生事業所
の消毒費用、PCR検査等費用の一部を助成する。

○環境・エネルギー対策事業
・SDGs（持続可能な開発目標）に関する取組み
SDGs に関する今後の取組みについて検討するため、研修会を開催する。

○広報対策事業
・トラック運送業界 PR動画の制作
トラック運送業界が果たす経済的・社会的役割やトラック協会の取組みについて、広く県民の
理解と魅力を深めてもらうための PR動画を制作する。
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○地区で行うセミナー・講習会

2021 年度安全性評価事業（G マーク）事前説明会

・鹿児島地区	【令和 3 年 4 月 26 日（月）】13:30 鹿児島県トラック研修センター
YouTube 同時配信（一定期間公開）

・大隅地区	 【令和 3 年 4 月 27 日（火）】13:30 大隅地区研修センター

・北薩地区	 【令和 3 年 4 月 28 日（水）】13:30 北薩地区研修センター

交通労働災害防止担当管理者等研修会（Ｇマーク加点対象研修）

・鹿児島地区	【令和 3 年 6 月予定】
・大隅地区	 【令和 3 年 6 月予定】

事故防止セミナー（Ｇマーク加点対象研修）

・鹿児島地区	【令和 3 年 9 月予定】
・大隅地区	 【令和 3 年 9 月予定】

健康起因事故防止セミナー（Ｇマーク加点対象研修）

・鹿児島地区	【令和 3 年 10 ～ 11 月予定】
・北薩地区	 【令和 3 年 10 ～ 11 月予定】

SDGs に関するセミナー

・鹿児島地区	【令和 3 年 8 月～ 11 月予定】

2022 年度申請に向けた説明会（安全性評価事業説明会）

・鹿児島地区	【令和 3 年 11 月予定】
・北薩地区	 【令和 3 年 11 月予定】
・大隅地区	 【令和 3 年 11 月予定】

5



県内の新入学１年生への交通安全
教材の贈呈に対し、霧島市教育委
員会・南種子町教育委員会からお
礼の手紙が届きましたのでご紹介
します。

～新入学児童への
交通安全教材贈呈に
対するお礼（ご紹介）～

定規の実物写真（表）

定規の実物写真（裏）

目　　的：県内の新入学１年生に対し、トラック輸送への理解と交通安全意識を啓発する。
贈呈内容：県内４４教育委員会・私立学校等に交通安全標識入り定規16,000枚を贈呈。

～新入学児童への
交通安全教材贈呈に
対するお礼（ご紹介）～

新入学児童に交通安全教材を贈呈新入学児童に交通安全教材を贈呈

鹿児島県

南九州市

日置市

阿久根市

さつま町

鹿児島市

枕崎市

いちき串木野市

長島町

伊佐市

指宿市

南さつま市

薩摩川内市

出水市

湧水町
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県内の新入学１年生への交通安全
教材の贈呈に対し、霧島市教育委
員会・南種子町教育委員会からお
礼の手紙が届きましたのでご紹介
します。

～新入学児童への
交通安全教材贈呈に
対するお礼（ご紹介）～

定規の実物写真（表）

定規の実物写真（裏）

目　　的：県内の新入学１年生に対し、トラック輸送への理解と交通安全意識を啓発する。
贈呈内容：県内４４教育委員会・私立学校等に交通安全標識入り定規16,000枚を贈呈。

～新入学児童への
交通安全教材贈呈に
対するお礼（ご紹介）～

新入学児童に交通安全教材を贈呈新入学児童に交通安全教材を贈呈

姶良市

垂水市

志布志市

錦江町

霧島市

鹿屋市

東串良町

南大隅町

曽於市

大崎町

肝付町
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鹿児島県トラック研修センターの建替について

1　県トラック研修センターの現状
県トラック研修センターは，昭和55年の建築以後40年経過したことから，経年による劣化
が進み，下記のとおりの現状となっている。

①�　セミナーを開催する会議室が狭隘であり，コロナウイルス感染防止など余裕を持った座席
配置に支障を来すなど利便性が低下してきている。

②�　駐車場も狭く，セミナーの参加者数によっては，他の団体やホテルの会議室を賃貸利用し
ている現状である。

③�　会員の相談スペースがなく，プライバシーの確保に支障を来している。

④�　休憩スペース，ロビー，トイレなども狭く，暗く，劣化し，来所会員に適切な環境を提供
できていない。また2階に女子トイレが設置されていない。

⑤�　事務局の執務室，書庫・倉庫，更衣室が狭くまた確保されておらず，執務環境が低下している。

⑥�　谷山港区域は，埋立地でかつ臨海部であることから，想定を超える地震，高潮，津波等の
災害が発生した場合に，業務継続に支障が生じる恐れがある。

2　新研修センターの建設
現在の研修センター状況を鑑みて，令和 3年度に廃止される鹿児島トラックステーションを
購入し、新たな研修センターを建設することとする。
移転決定：令和3年度理事会で決議，定時社員総会に報告し承認を得る。

（1） 建設地
①　土地：鹿児島トラックステーション用地（所有者：全日本トラック協会）
　　令和3年 8月末利用停止予定
②　位置：鹿児島流通業務団地内 鹿児島市西別府町2941-19
③　面積：8,002㎡  価格：199,140千円  150 台駐車可能
④　建設地とする理由

現在地は，駐車場が狭く，拡張が困難で利便性の向上が図れないが、トラックステーショ
ン跡地は，敷地が広く必要な駐車台数を確保できる。
県の中心に位置し，高速道路のインターチェンジに近接しており，会員の利便性が高い
立地である。
また，全ト協所有で優先的に低価格で購入できる条件にある。

（2） 新研修センターの基本的考え方
新研修センターは，トラック協会のシンボルかつトラック運送事業の発展の拠点として，
会員のために機能するセンターとして建設する。

① 会員の研修や会議等に利用しやすいセンター

② 県下全域の会員から利便性の高い立地条件のセンター

③ 会員の相談に対応する窓口や相談コーナーを設置されたセンター

④ 維持管理費が低廉で，室の配置を柔軟に改変できる経済的な施設

⑤ 感染症対策を講じたセンター

⑥ リモートにより会議や研修を受講できるセンター

⑦ 電力消費の少ない環境に配慮したセンター

⑧ 災害に強く，災害に対応する機能を持つセンター
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（3） スケジュールと予算

令和3年度の定時社員総会に報告・承認を経て，土地購入，新研修センター建設に着手する。
今後のトラック協会の運営に支障を来すことのないよう配慮して，建設工事の予算支出を
行うこととする。

①　土地購入

　　令和3年度にトラックステーション利用停止後、土地購入

②　基本設計

　　令和3年度に公募提案により基本方針と基本設計を決定

③　建設スケジュール

　　令和3〜 4年度	 実施設計

　　令和4〜 5年度	 建設工事

　　令和5年度中	 竣工

④　予 算（概算であり今後変更もある。）

　　土地購入  199,140千円

　　建設工事 約 500,000千円
　　（設計，建築工事，土地工事，付帯工事，備品，租税公課等含む）

　　　　　計　約700,000千円

※財源内訳（概算）

　新研修センター建設預金	 280,000千円 

　減価償却引当資産	 100,000千円 

　現研修センター売却	 100,000千円 

　近代化基金取崩し	 220,000千円 

　　　計　　　　　　　　　 約 700,000千円 
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新研修センターの建替スケジュール
新研修センター建築 関　係　事　項

２ 

年 

度
○新研修センター基本方針検討

３ 

年 

度

○新研修センター基本方針検討
　基本設計公募要領検討

○基本設計の公募

○実施設計会社の決定
　基本設計の調整

○実施設計着手

○定時社員総会承認
　（6 月）
　・鹿児島 T．S 購入
　・研修センター建設

○ T．S の利用停止
　（8 月末）

４ 
年 

度

○実施設計完成

○工事業者入札，契約

○工事着工

５ 

年 

度

○新研修センター完成

○新研修センターへ移転
　業務開始

○落成式，記念式典
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トラック研修センターの現状

令和3年 3月

1階ロビー 事務局執務室

相談コーナー（プライバシーの確保ができていない） 駐車場（40台収容）

大講堂（3人掛け150人、現在コロナ対策で50人） 受講者数が多い場合、他会場を賃借している

外壁 屋上
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鹿児島トラックステーションの閉鎖について
鹿児島トラックステーションは下記のとおり利用停止（閉鎖）される予定
ですので、会員の皆様にお知らせします。

○鹿児島トラックステーション
　鹿児島流通業務団地内
　鹿児島市西別府町 2941 － 19

○利用停止日
　令和 3 年 8 月 31 日

○令和 3 年 9 月 1 日以降
　①�トラックの駐車スペースには、車両（トラックを

含む）の乗り入れはできません。
　②シャワー、トイレ、休憩室は利用できません。

○鹿児島トラックステーションの閉鎖について
鹿児島トラックステーションは、全日本トラック

協会が土地を取得して設置運営していましたが、平
成 28 年度に令和 3 年度中に閉鎖することを決定し
ていたものです。

今年 8 月末をもって計画どおり閉鎖されること
となりました。

※ コンビニエンスストア（ファミリーマート）は、引き続き営業します。

【問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　総務企画課
TEL：099-261-1167
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１ 県ト協単独助成事業
【労働・安全対策事業】

助成項目
共通(単位：
円）助成額 R3予算額	

(単位：千円） 要　　　　　件Ｇ事業者
対象助成額

安全装置等導入促進助成金 全ト協対象機器以外
(後方視野確認・側方視野確認支援装置）

2,000 200 ・1台あたり取得価格（税抜）の1/2
・1事業者10台3,000

ドライブレコーダ機器
導入促進助成金

全ト協選定機器
・運行管理連携型

4,000

1,000 ・1台あたり取得価格（税抜）の1/2
・1事業者 登録台数の30％または10台を上限

6,000
全ト協選定機器 
・標準型 
・簡易型
上記以外の機器

2,000

3,000

アルコール検知器増強導入促進
助成金

15,000 300 ・購入またはリース費用の1/2（税抜）30,000

適性診断機器導入助成金 30,000 60 ・導入費用（税抜）の1/2
・1事業者1セット60,000

コボレーンシート導入助成金 20,000 200 ・導入費用の1/2（税抜）（※ダンプのみ）40,000

（
Ｇ
助
成
は
Ｇ
事
業
所
）

貨
物
自
動
車
ド
ラ
イ
バ
ー
等

安
全
運
転
研
修
助
成
金

安全運転研修等

ドライビングアカデミー
ONGA（1泊2日）

24,000

340
【共通】・交通費等各社負担
・受講料（49,500円）の一部助成34,000

ドライビングアカデミー
MIYUKI（1泊2日）

20,000 ・受講料（4万円）の一部助成28,000
県ト協（指定）【半日】
マジオDS
空港DS

10,000
1,134 ・受講料（15,400円）の一部助成

15,400

初任運転者等研修 県ト協（指定） 
マジオDS

4,000 500 ・受講料（1万円）の一部助成6,000

事故・違反運転者研修 県ト協（指定） 
マジオDS

5,000 100 ・受講料（34,600円）の一部助成10,000

運転免許取得助成金

大型免許 80,000

8,000

・会員が負担した免許取得費用（税抜）の1/2

・1事業者2名上限
＊�G事業者は、3人目から助成額の半額とし、1事業者

5名上限

＊�高等学校の新卒者の準中型免許取得 （普通免許を併
せて取得する場合は、普通免許取得の費用を除く。）
については、1事業者あたりの上限は設けない。

100,000
大型免許
(限定解除含む。）

40,000
50,000

けん引 40,000
50,000

中型免許
（限定解除含む。）

40,000
50,000

準中型免許 40,000
50,000

準中型免許
（限定解除）

25,000
30,000

突
発
性
運
転
不
能
障
害
疾
患
予

防
対
策
助
成
金

健康診断助成金 
（定期健康診断） 定期健康診断 1,500 3,000

・登録台数80台以上　1事業者40名上限
・登録台数50 〜 79台 1事業者30名上限
・登録台数15 〜 49台 1事業者15名上限
＊登録台数15台未満　 登録台数上限

【共通】
常時選任運転者1名あたり 1,500円上限

（1名につき年度1回のみ）
脳ドック・心臓ドック検査 脳ドック・心臓ドック検査 10,000 150 ・1事業者2名上限てんかん検査 てんかん検査 5,000
睡眠時無呼吸症候群スク
リーニング
検査等助成金(精密検査) 

精密検査 10,000 50 ・精密検査費用1万円上限
・1事業者2名　＊G事業者4名

適性診断受診助成金
一般診断 1,200 3,000 ・2,400円の半額助成

・1事業者登録台数1．2倍上限
初任診断 1,200 1,464 ・4,800円の一部助成

＊1名あたり初任・適齢・一般診断のいずれか年度1回適齢診断 1,200 252
運転経歴証明書申請助成金 運転記録証明書 670 6,000 全額助成　1事業者登録台数1.2倍上限
運行管理者等一般講習受診助成金 一般講習 3,200 4,160 全額助成
セーフティ・チャレンジ交通安全
コンテスト参加助成金 参加費 1,650 660 1チームあたり参加費の一部助成

令和3年度助成事業の案内
鹿児島県トラック協会では、下記の助成事業に取り組んでいます。是非活用してください。
赤字は変更箇所です。
詳細については、鹿児島県トラック協会ホームページの「助成事業に関する規程」を確認されるか、労働・環境課又は経
理課へ問合せください。

はGマーク取得事業者への優遇のある助成事業です。　※1 登録台数：被けん引車を除く。 ※ 2 G 事業者：Gマーク認定事業者（所）
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【新型コロナ感染防止対策】
助成項目 助成額	

(単位：円）
R3予算額	
(単位：千円） 要　　　　　件

新型コロナ感染防止対策助成金

感染防止対策物品
(マスク・消毒液等）
及び
感染者発生事業所消毒
等

右記参照 7,000

（1）感染防止物品（1会員）
・20台未満　1万5千円
・20台以上〜 50台未満　2万円
・50台以上〜 80台未満　2万5千円
・80台以上　3万円
（2）感染者発生事業所消毒費用等（1会員）
・20台未満　20万円上限
・20台以上〜 50台未満　30万円上限
・50台以上〜 80台未満　40万円上限
・80台以上　50万円上限
（運輸支局への報告を行った会員）

１ 県ト協単独助成事業
【環境・エネルギー対策事業】

助成項目
助成額

共通(単位：円） R3予算額	
(単位：千円） 要　　　　　件Ｇ事業者

対象助成額

EMS 用機器導入促進助成金 全ト協選定機器 8,000 500・1事業者5台上限10,000

アイドリングストップ支援機器　
導入助成金

( 県ト協）
蓄冷クーラー

16,000

200

・購入費用（税抜）の1/2
・1事業者2台上限20,000

（県ト協）
蓄熱マット（ベット）
電気毛布

4,000 購入費用（税抜）の1/2
（マット・毛布）を含めて枚数は1事業者 登録台数の
30％または10枚を上限5,000

エコタイヤ導入促進助成金 1,000 1,000・1 本あたり 1,000 円
・1 事業者 50 本上限

グリーン経営認証制度促進助成金 新規認証 30,000 420・新規認証及び更新認証あわせて
   1 事業者申請 1 回のみ更新認証 20,000

２ 全ト協助成事業
【労働・安全対策事業】

助成項目
助成額

共通(単位：円） R3予算額	
(単位：千円） 要　　　　　件Ｇ事業者

対象助成額

突
発
性
運
転
不

能
障
害

疾
患
予
防
対
策

助
成
金

事前申込分
睡眠時無呼吸症候群スクリーニング検査等助
成金

（精密検査含む。）
※事前申請が必要です。

5,000 1,500

・登録台数 80 台以上
  1 事業者 40 名上限（＊ G 事業者 50 名上限）
・登録台数 40 〜 79 台
  1 事業者 30 名上限（＊ G 事業者 40 名上限）
・登録台数 20 〜 39 台
  1 事業者 20 名上限（＊ G 事業者 30 名上限）
＊登録台数 20 台未満　
   登録台数上限

安全装置等導入促進助成金 全ト協助成対象機器 20,000 1,500

・機器価格（税抜）の 1/2（2 万円上限）
・1 事業者 10 台（＊ G 事業者 30 台）
・�側方視野確認支援装置は、車両総重量 7.5 トン以上の事

業用トラックの左側に側方カメラを装着に限る。
・�後方と側方視野確認支援装置両機能の一体型の対象機器

機器価格（税抜）の 1/2（4 万円上限）
（
Ｇ
助
成
は
Ｇ
事
業
所
）

貨
物
自
動
車
ド
ラ
イ

バ
ー
等

安
全
運
転
研
修
助
成
金

安全運転研修等
（特別研修）
全ト協指定研修施設のみ

（安全運転中央研修所、
ＯＮＧＡ・MIYUKI 等）

各研修施設 
の受講料参照

７割 1,500・受講料の一部助成
＊交通費等各社負担各研修施設 

の受講料参照
全額

突
発
性
運
転

不
能
障
害
疾

患
予
防
対
策

助
成
金 血圧計導入促進助成金 全ト協助成対象機器

全自動血圧計（業務用） 50,000 750
・取得価格（税抜）の1/2　5万円上限
＊中小企業事業者に限る。

（資本金3億円以下、従業員300人以下）
【環境・エネルギー対策事業】

環境対応車導入促進助成金
※事前申請が必要です。

天然ガス車
2トン　222,000
4トン　559,000

386
・全体（CNG・ハイブリッド）を通して 1 事業者 1 台
  （＊ G 事業者 2 台上限）

＊助成額は国の定める価格差によって変更あり

ハイブリッド車
2トン　193,000
4トン　431,000

大型車（車両総重量25tクラス）
300,000

アイドリングストップ支援機器導
入助成金

（全ト協助成対象機器）
エアヒータ・車載バッテリー式冷房装置 60,000 120・機器取得価格（税抜）の1/2（6万円上限）

・1事業者1台（＊G事業者2台）

【経営・近代化促進事業】

中小企業大学校講座受講促進助成
金

中小企業大学校の
定めた研修 ‐ 398

短期講座：受講料の2/3
長期講座：受講料の1/3（全ト協分のみ）
※web研修含む
web研修…中小企業大学校のインターネットを活用した研修
■国、自治体、他団体から受講料の1/3以上の助成を受けた
場合、全ト協分のみ（1/3）助成

信用保証料助成金 信用保証協会 保証料 ‐ 200 1事業者保証料1/2（10万上限）

（*全ト協）
自家用燃料供給施設整備支援助成事業

新設 1,000,000 2,000 ※公募期間あり
ただし、公募期間内に申請が予算総額を超過した際には、1
件あたりの助成金額を減額する場合があり。増設 300,000 300
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「新型コロナウイルス感染予防対策助成事業」の案内
標記の助成事業を下記内容に基づき、実施しますので、お知らせします。

1　助成対象
	 （1）感染防止対策物品
		  マスク、消毒液、体温計、フェイスガード、手袋、アクリル板、
		  ビニールカーテンなど

	 （2）感染者発生事業所の消毒費用等
		  ① 事業所消毒費用
		  ② PCR 検査等費用
		  　 �対象事業所の従業員に対して会社の負担により PCR 検査等を行ったものに

限る。

2　助成対象
	 （1）上記 1（1）の助成対象品を対象期間に購入した会員

	 （2）上記 1（2）の感染者発生事業所消毒等を行った会員

		  運輸支局に新型コロナウィルス感染者発生報告を行った会員に限る。

3　対象期間
	 令和 3 年 4 月 1 日〜令和 4 年 3 月末日まで
	 ただし、感染防止対策物品の購入については、令和 4 年 2 月末日まで

4　助成額　　※台数は、被けん引車を除く。

	 （1）感染防止対策物品（1 会員あたり）

		  ① 20 台未満	 1 万 5 千円上限
		  ② 20 台以上 50 台未満	 2 万円上限
		  ③ 50 台以上 80 台未満	 2 万 5 千円上限
		  ④ 80 台以上	 3 万円上限

	 （2）感染者発生事業所の消毒費用等（1 会員あたり）

		  ① 20 台未満	 20 万円上限
		  ② 20 台以上 50 台未満	 30 万円上限
		  ③ 50 台以上 80 台未満	 40 万円上限
		  ④ 80 台以上	 50 万円上限

5�　助成を希望される会員は、「新型コロナウイルス感染予防対策助成金交
付申請書」をご提出ください。

	 （交付申請書については、後日ホームページへ掲載予定です。）
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
令和2年度第6回理事会

令和３年３月19日（金）

鹿児島県トラック研修センター

令和２年度第12回正副会長会 令和３年３月８日（月）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

理事17名、監事4名、オブザーバー1名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（決議事項）
・令和2年度補正予算（案）について
・令和2年度事業計画（案）及び収支予
算（案）について
・研修センターの建替えについて
・規程の改正について
・特別委員会の人選について
・国、県への要望事項について
・令和3年度定時社員総会の開催日・場
所について

（報告事項）
・令和2年度「交通事故・労働災害」、「巡回指導」の状況について
・トラック輸送における取引環境・労働時間改善鹿児島県地方協議会の令和2年度実証実験
について
・会員の入退会について
・各種助成金について
・委員会報告
・今後の日程について

上記事項は全て、出席理事全員一致で承認されました。

正副会長5名が出席し、下記事項について協
議・報告しました。

（協議・報告事項）
・令和 2年度第 13回正副会長及び第 6回総
務委員会合同会議について

上記事項について協議し、次回総務委員会に
提出することとなりました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
令和2年度第5回総務委員会

令和３年３月２日（火）

鹿児島県トラック研修センター

令和2年度第13回正副会長会及び
第6回総務委員会合同会議

令和３年３月12日（金）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

委員11名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議・報告事項）
・総務委員会所管の令和2年度事業経過報告について
・特別委員会の見直しについて
・総務委員会所管の令和3年度事業について
・地域支部の名称について
・研修センターの建替えについて
・今後の日程について

上記協議事項について、
次回理事会に提出すること
となりました。

委員13名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議・報告事項）
・令和2年度補正予算（案）について
・令和2年度「交通事故・労働災害」「巡回指導」「輸送相談・苦情」の状況について
・令和3年度事業計画（案）及び予算（案）について
・規程の改正について
・特別委員会委員の人選について
・研修センターの建替えについて
・国、県への要望事項ついて
・令和 2年度第 6回理事会に提出
する議題について

上記協議事項について、次回理事
会に提出することとなりました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

令和２年度鹿児島県貨物自動車運送
適正化事業連絡会議

令和３年３月18日(木)

鹿児島運輸支局　谷山港庁舎

第25回鹿児島県貨物自動車運送
適正化事業実施機関評議委員会

令和３年３月19日(金)

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

鹿児島運輸支局 8名、適正化事業実施機関 8名が出席し、下記事項について協議・報告し
ました。

（協議事項）
・令和 2年度適正化事業業務推進状況に
ついて
・令和 3年度地方貨物自動車運送適正化
事業計画（案）について
・運輸局及び運輸支局における監査結果
と処分状況について
・管内事業用自動車の重大事故発生状況
について

適正化事業実施機関から令和2年度の業務推進状況の詳細について説明、報告を行いました。
また、令和3年度地方貨物自動車運送適正化事業計画（案）については承認されました。
鹿児島運輸支局輸送部門からトラック運送事業者の監査及び行政処分状況について、整備部
門からは重大事故発生状況について説明がありました。
今後も相互の連携を密にし、毎月の幹事会の中で情報共有を図っていくこととなりました。

委員4名、参考人（鹿児島運輸支局）2名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議事項）
・令和2年度適正化事業業務推進状況について
・令和3年度地方貨物自動車運送適正化事業計画（案）について

巡回指導やその改善状況、Gマーク
等について詳細説明を行いました。
また、重要な社会インフラである物
流が滞ってしまうことのないように、
トラック運送業の人手不足や労働条件
の改善を図ることを目的に告示された
「標準的な運賃」の重要性について理
解を深め、その普及・促進についても
意見が交わされました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

月 日

場 所

場 所

第11回トラック輸送における取引環
境・労働時間改善鹿児島県地方協議会

令和2年度第2回運行管理者試験

令和３年３月22日（月）

令和３年３月７日（日）

鹿児島サンロイヤルホテル

鹿児島国際大学

女性部会募金活動 令和３年３月26日（金）

（公財）鹿児島県交通被災者たすけあい協会

月 日

場 所

■協議会の目的
トラック運送業においては、総労働時間が長く、また、運行時間以外に手待ち時間などの
実態があり、トラック運送事業者のみの努力で長時間労働を改善することが困難な状況にあ
ることから、長時間労働の抑制に向けた環境整備を進めることが必要である。このため、学
識経験者、荷主、トラック運送事業者、トラック運送事業者団体、労働者団体、厚生労働省、
国土交通省等が参画する協議会を中央及び各都道府県に設置し、実態調査・パイロット事業・
長時間労働改善ガイドラインの策定等を行うこととし、関係者が一体となり、トラック運送
業における取引環境の改善及び長時間労働の抑制を実現するための具体的な環境整備等を図
ること。

■議題
1．取引の適正化に係る各種施策について
2．令和2年度の協議会の取組について
3．令和2年度実証実験の報告について
4�．トラック運転者の長時間労働改善に向け
た取組について
5．九州における物流効率化の取組について
6．重点事項PDCAシートについて

■受験者数
393名

■試験問題及び正答発表
試験結果発表後に公開予定。
CBT試験の試験問題及び正答についての公表は行われません。

■合格発表
4月 6日（火）予定
試験センターホームページに公表され、試験結果通知書は郵送にて発送。
※�合格された方は、合格発表日から3ヶ月以内に運行管理者資格者証の交付申請手続きを行ってください。
期限を過ぎると手続きが出来なくなりますので、早めの申請をお願いします。

女性部会は、毎年「トラックの日」フェスティバルに参
加し、青運会と一緒に収益金の寄付を行っていましたが、
今年度は新型コロナウイルス感染拡大によりイベントが中
止となったため、会員事業所に募金箱を設置して、各自募
金活動を行い、集まった 10万円を「公益財団法人鹿児島
県交通被災者たすけあい協会」へ寄付しました。
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お知らせ掲示板TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

全日本トラック協会では、トラック運送業界における「新型コロナウイルス感染症予防対
策ガイドライン（第2版）」を策定しましたのでお知らせします。
また、同ガイドラインを用いてわかりやすく説明した「新型コロナウイルス感染予防対策
マニュアル」も作成されました。
詳細は、全日本トラック協会ホームページを確認してください。

◆全日本トラック協会ホームページ

HOME ＞ 会員の皆様へ ＞ 安全対策 ＞ 新型コロナウイルス関連情報 ＞ 新型コロナウ
イルス感染予防対策ガイドライン

トラックにおける新型コロナウイルス感染予防対策
ガイドライン（第2版）

2121



新型コロナウイルス感染症に関する支援策
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お知らせ掲示板

新型コロナウイルスに係る感染防止対策の再徹底と運送事業者に対する差
別的取扱い
昨年1月に新型コロナウイルス感染が確認され、現在も感染拡大が収ま
らない状況です。
会員の皆様におかれましては、感染防止対策の再徹底と運送事業者に対
する差別的取扱いに関する情報提供についてお願いします。
詳細は、鹿児島県トラック協会のホームページを確認してください。

◆鹿児島県トラック協会ホームページ
HOME ＞ お知らせ ＞ 2020年 8月 18日 新型コロナウイルスに係る感染防止対策の
再徹底と運送事業者に対する差別的取扱いについての情報提供について（お願い）

新型コロナウイルス感染者確認時の速報のお願い
国土交通省より運送事業者において新型コロナウイルス感染者が確認された場合の聞き取り項目
が示され、鹿児島運輸支局より報告の要請がありました。
会員事業者において、同ウイルス感染者が確認された場合には、速やか
に鹿児島県トラック協会に電話連絡していただくとともに、別紙調査票に
より報告していただきますようお願いします。
調査票は、鹿児島県トラック協会ホームページよりダウンロードしてく
ださい。

◆鹿児島県トラック協会ホームページ

HOME ＞ お知らせ ＞ 2020年 4月14日 新型コロナウイルス感染者確認時の速報について

新型コロナウイルスに係る県トラック協会からの要請

新型コロナウイルスの感染防止対策については、これまでも、運転者・乗務員に対する咳エチケッ
トや手洗いの励行、マスクの着用、始業点呼時における検温等による体調管理の徹底、車内換気の
実施等徹底していただいているところですが、今般、乗合バス事業者の営業所において集団感染が
発生しました。
当該事業者は、バス車内や営業所の事務スペースにおける感染対策は図られていたものの、職員
が使用する休憩室、仮眠室及び食堂等における感染の疑いが指摘されています。
つきましては、感染拡大の防止のため営業所等における対策について、下記事項の取組みを更に
徹底されますようお願いします。

1�．休憩室、仮眠室、食堂及び喫煙室においては同時に利用する人数に制限を設けるなど、密集、
密接が発生することを防ぐこと。
2�．休憩室、仮眠室及び食堂においては換気についてできる限り複数箇所の窓を同時に開放し、そ
れが困難な場合は開放部分の外に向かって扇風機を回す等、外気の循環を確保すること。
また、冬季など窓の常時開放が困難な場合も、時間を決めた窓の開放や換気扇などを常時稼働
させるなど、適切な換気を行うこと。
3．休憩室、仮眠室においても常時マスクを着用すること。
4．寝具等については使用する際に除菌を徹底するとともに、リネンの交換に努めること。

営業所等における感染対策の更なる徹底のお願い
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お知らせ掲示板

本コンテストは県内の運転免許を有する者がチームを結成し、チーム全員が無事故・無違
反を達成することを目標に安全運転を実践して、交通安全意識や交通マナーを高めるととも
に、参加者を通して広く県民に交通安全意識を浸透させ、交通事故の防止を図ることを目的
として実施されるものです。多数の参加をお願いします。

無事故・無違反を達成したチームの中から抽選により、北海道旅行券、国内旅行券、
商品券等多数の副賞が当たります。

1．実施期間
6 月 1 日（火）から 10 月 28 日（木）までの 150 日間

2．参加資格
（1）　鹿児島県トラック協会の会員事業者の役員又は従業員であること。
（2）�　運転免許（国際・外国免許を除く。）を有して、県内に居住又は勤務していること。

3．コンテストの種別及び参加料
（1）　一般ドライバー部門1チーム5名（3,350円）
（2）　熟年ドライバー部門（60歳〜 69歳）1チーム2名（1,340円）
（3）　高齢ドライバー部門（70歳以上）1チーム2名（1,340円）

4．参加料の助成（一般ドライバー部門のみ）
一般ドライバー部門の参加料（3,350円）の一部（1,650円）をトラック協会が助成し
ます。
※熟年ドライバー部門・高齢ドライバー部門の参加料の助成は行っていません。

5．参加申込み
同封の参加申込書にご記入のうえ、原本をトラック協会窓口へ提出又は送付してください。
不足の場合はコピーして使用してください。
記入漏れがないようにお願いします。（記入方法は同封の参加申込書裏面を確認してくだ
さい。）
なお、一般ドライバー部門の申込書のみ同封しています。他部門の申込書は「セーフティ・
チャレンジ交通安全コンテスト」のホームページを確認してください。

6．参加料の支払い方法
一般ドライバー部門（1チーム1,700円）、熟年ドライバー部門・高齢ドライバー部門（1
チーム1,340円）の参加料は①か②の方法で支払ってください。

①トラック協会窓口で支払い
②振込での入金（※振込手数料は差し引かず振り込みください。）
銀行名：鹿児島銀行　谷山港支店
口座番号：普通　750430
口座名：公益社団法人鹿児島県トラック協会

7．申込み多数の場合は調整させていただく場合がありますので、ご了承ください。

8．申込み締切は 5 月 31 日（月）です。（厳守）

2021「セーフティ・チャレンジ交通安全コンテスト」
参加チームの募集
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お知らせ掲示板

公益社団法人鹿児島県トラック協会実施計画
鹿児島県トラック協会は、全日本トラック協会が定めた令和3年春の全国交通安全運動実
施計画に基づき、関係機関・団体と密接に連絡、協調して効果的な推進を図るとともに、適
正化指導員のパトロールにより、関係車両の運行状態の把握及び会員事業者の訪問指導に努
めることとしています。なお、本年は、本運動期間中の 4 月 10 日（土）が「交通事故死ゼ
ロを目指す日」であることを踏まえ、本運動に併せて、会員事業所のみならず、広く一般に
対しても周知を行います。

記

1．実施期間
令和3年 4月 6日（火）〜15日（木）

2．安全運行の確保
会員事業者（運行管理者を含む。以下「事業者」という。）は、運転者に対し、次の事
項を重点においた安全運行の徹底について指導する。

≪最重点推進項目≫
（1）飲酒運転の根絶
（2）追突事故及び交差点における事故の防止

≪重点推進項目≫
（3）子供と高齢歩行者の交通事故防止
（4）夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
（5）携帯・スマートフォンの使用禁止の徹底
（6）高速道路における事故の防止
（7）トレーラ事故の防止
（8）健康起因事故の防止
（9）過労運転等の防止
（10） WEB 版ヒヤリハット集」を活用した安全意識の高揚

3．車両の安全性確保
事業者は、「自動車点検整備推進運動」及び「不正改造車を排除する運動」を積極的に
推進し、大型車の車輪脱落やスペアタイヤ落下による事故等を防止するため、車両の
日常点検及び定期点検の確実な実施に努めるとともに、不正改造の防止を徹底する。

令和３年春の全国交通安全運動
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お知らせ掲示板

4．事故情報等の収集による安全意識の高揚
事業者は、全ト協ホームページに掲載されている「トラックの重大事故にかかる統計
データ」や、国土交通省メールマガジン「事業用自動車安全通信」等を活用すること
により事業用自動車の重大事故発生状況、事業用自動車に係る各種安全対策等につい
ての情報収集に努め、従業員の安全意識の高揚を図る。

5．広報活動の推進
ポスター、機関紙（誌）、ホームページ等により、本運動の主旨の徹底を図る。
子供や高齢者を対象とした安全教室の開催や、一般市民を対象とした交通安全イベン
トを主催あるいは共催するなどし、地域における交通安全の啓発も積極的に行う。

6．その他（県ト協の春の全国交通安全運動への取組み）
「交通安全運動実施中」の横断幕やのぼり旗を掲げ、広く県民、事業者へ運動の周知を
図り、交通事故防止の意識高揚を図ります。
また、「夜間上向き点灯」「歩行者に注意」の運転席貼付用シールを活用し、ドライバー
に注意喚起を図ります。

※のぼり旗、注意喚起シールが必要な方は県ト協まで連絡してください。
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お知らせ掲示板

東九州自動車道　末吉財部IC～加治木IC、南九州自動車道
市来IC～鹿児島西IC夜間通行止めのお知らせ
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お知らせ掲示板

南九州自動車道　薩摩川内都IC～串木野IC通行止めの
お知らせ
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「標準的な運賃」
支部・部会における取組みについて

【R3.3.19理事会決定】

「標準的な運賃」は、ドライバーの労働条件を改善し、トラック運送事業

が持続することを目的に告示されました。 

コストに見合った適正な運賃・料金である「標準的な運賃」を収受するた

めに、今後、国及びトラック業界全体で荷主に対して普及を図ることとして

いますので、 県ト協としても全会員の届出を目指すこととしました。

（1）支部・部会において全会員の届出を目指す
　　　届出時期
　　　役員：令和 2年度まで　　会員：令和 3年度まで

（2）�支部・部会の役員会において全会員の届出と
　　それに向けての取組みを決定する

（3）支部・部会の定例会において会員への周知を図る

（4）「標準的な運賃」に係る説明会を開催する
令和 3年度については支部・部会の定例会及びセミナーにおいて

「Ｇマーク」「標準的な運賃」に係る説明会を開催する

「標準的な運賃」に係る相談に随時対応します
（公社）鹿児島県トラック協会　適正化事業課

TEL：099－ 210－ 9498

情報
BOX

30



「標準的な運賃」を届け出ましょう!!
トラック運送事業における適正な運賃・料金の収受に向け、国土交通省は「標準的
な運賃」の告示を行いました。

〇�標準的な運賃は、①ドライバーの労働条件を改善するとともに、②貨物
自動車運送事業の健全な運営を確保し、その担う貨物流通の機能の維持向
上を図ることを目的として、能率的な経営の下における適正な原価と適正
な利潤を基準として、国土交通大臣が望ましい水準の運賃を示すものです。

〇�標準的な運賃は、適正な原価（変動費・固定費）に、適正な利潤を加える
ことにより算出し、割増料や諸謝金は、運賃とは別に収受することを想定
しています。

「標準的な運賃」を活用するためには．．．

運賃・料金の変更届が必要 !!
以下の 2 つの書類を作成し、提出します。

「標準的な運賃」については、 
全ト協HPをご覧ください。

その他ご不明な点は、（公社）鹿児島県トラック協会 適正化事業課まで連絡してく
ださい。

（TEL  099 − 210 − 9498） 

全ト協 標準的な運賃 検索

情報
BOX
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「ホワイト物流」推進運動への取組みの
お願い

国土交通省では、荷主企業と物流事業者が連携して、物流の改善を図るための「ホ
ワイト物流」推進運動を展開しています。トラック輸送の生産性の向上・物流の効率
化を進め、働きやすい労働環境を実現するため、「ホワイト物流」推進運動への積極的
な参加（自主行動宣言の提出）をお願いいたします。
自主行動宣言の提出方法等の詳細については、「ホワイト物流」推進運動ポータルサ
イトをご確認ください。https://white-logistics-movement.jp/

1　「ホワイト物流」推進運動

2　企業等の取組み
① 物流の改善に向け、「ホワイト物流」推進運動の自主行動宣言を提出・実施
② 国（国土交通省、経済産業省、農林水産省）は、企業団体へ働きかけを行う。
 　国民全体の物流事業に対する負担等の軽減への理解をお願いする。

3　運送事業者の取組み
① トラック運転者の確保のための労働条件、労働環境の改善に取り組む
② 荷主や元請へ物流の改善提案の実施

4　県トラック協会の取組み（協会全会員への周知）
（1） 支部・部会において「ホワイト物流」推進運動に係る周知を図る。
① �G マーク事前説明会や「標準的な運賃」に係る説明会等で会員事業者に推進運
動の紹介

（2） トラック協会会員企業の自主行動宣言の提出のお願い

参考：賛同企業数1，188社（全国：令和3年 2月末）
　　　県内の自主行動宣言提出者数　11社【うち運送事業者（会員）7社】

情報
BOX
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中小企業大学校受講促進制度のご案内

【
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

※申込締切日は原則、受講日の20日前までとなります。
※申込み状況については、事前にお問合せください。

研修分野 コース No. 研修テーマ 実施期間 期  間 定員
（名）

受講料
（税込 / 円）

階
層
別

101 新任管理者研修  【4 月】 2021.  4.21 〜   4.23 3 日間 30 29,000
103 若手リーダー養成研修  【5 月】 2021.  5.12 〜   5.14 3 日間 30 29,000
111 若手リーダー養成研修  【沖縄教室】	 校外 2021.  6.24 〜   6.25 2 日間 30 22,000
119 管理者としてのステップアップ研修 2021.  9.  8 〜   9.10 3 日間 30 29,000
121 新任管理者研修  【10 月】 2021.10.  5 〜 10.  7 3 日間 30 29,000
129 若手リーダー養成研修  【11 月】 2021.11.10 〜 11.12 3 日間 30 29,000
133 女性リーダー研修 2021.12.  8 〜 12.10 3 日間 30 29,000
136 新任管理者の自己革新研修 2022.  1.12 〜   1.14 3 日間 30 29,000

企
業
経
営
・
経
営
戦
略

110 トラブルを未然に防ぐ企業法務の勘所	 NEW 2021.  6.17 〜   6.18 2 日間 20 22,000
113 会社の未来を考える〜事業承継の進め方〜	 NEW 2021.  7.20 〜   7.21 2 日間 30 22,000
115 自社の強みを最大限活かす！経営戦略策定講座	 NEW　インターバル 2021.  8.  4 〜   8.  5

2021.  9.  6 〜   9.  7
4 日間 

（2 日間 ×2 回） 20 36,000
118 ゲームで学ぶ IT 活用の進め方 2021.  9.  2 〜   9.  3 2 日間 20 22,000
124 BCP 策定講座〜リスクマネジメントの考え方・進め方〜　インターバル 2021.10.12 〜 10.13

2021.11.16
3 日間 

（2日間 +1日間） 20 29,000
126 社内を活性化する IT 活用講座	 NEW 2021.10.25 〜 10.26 2 日間 20 22,000
127 次世代トップリーダー養成講座  【人間力向上編】 2021.10.27 〜 10.29 3 日間 20 29,000
130 広報戦略の考え方・進め方 ープレスリリース活用法ー	 NEW 2021.11.18 〜 11.19 2 日間 20 22,000
131 物流業務改善の考え方・進め方 2021.11.25 〜 11.26 2 日間 30 22,000
135 九州・沖縄経営者塾  【沖縄教室】	 校外 2021.12.10 1 日間 30 16,000
142 次世代トップリーダー養成講座  【知識・スキル編】 2022.  2.16 〜   2.18 3 日間 20 29,000 
143 九州・沖縄経営者塾  【人吉教室】 2022.  3.  5 1 日間 30 16,000 

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

102 ともに学び、 ともに成長する！ OJT の進め方 2021.  4.26 〜   4.27 2 日間 30 22,000
104 コミュニケーション＆コーチング力強化研修 2021.  5.17 〜   5.19 3 日間 30 29,000
107 本質を見抜く！問題発見・解決力強化研修 2021.  5.26 〜   5.28 3 日間 30 29,000
112 顧客に真摯に向き合う！クレーム対応力強化研修 2021.  7.15 〜   7.16 2 日間 30 22,000
114 部下指導の考え方・進め方  【7 月】 2021.  7.28 〜   7.30 3 日間 30 29,000
117 ビジネスを加速させる！データの読み方・活かし方	 NEW 2021.  8.19 〜   8.20 2 日間 30 22,000
132 部下指導の考え方・進め方  【12 月】 2021.12.  1 〜 12.  3 3 日間 30 29,000
138 部下の能力とやる気を引き出す！リーダーシップ強化研修 2022.  2.  2 〜   2.  4 3 日間 30 29,000

人事・組織 105 働きやすい職場をつくる！労務管理講座	 NEW 2021.  5.19 〜   5.21 3 日間 30 29,000
120 活気のある職場をつくる！組織風土づくりの考え方・進め方 2021.  9.14 〜   9.16 3 日間 30 29,000

財
務

管
理

116 イチからわかる！決算書の読み方・活かし方 2021.  8.  4 〜   8.  6 3 日間 30 29,000
122 財務リーダー養成講座 2021.10.  6 〜 10.  8 3 日間 20 29,000
139 会計情報活用講座  【熊本教室】	 校外 2022.  2.  8 1 日間 30 16,000

営 

業
・ 

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ

106 Web 営業力強化研修  【基礎編】 2021.  5.24 〜  5.25 2 日間 20 22,000
108 デジタルマーケティング講座 ー 「顧客体験」 を考えるー	 NEW 2021.  6.  3 〜  6.  4 2 日間 20 22,000
123 Web 営業力強化研修  【発展編】	 NEW　インターバル 2021.10.11 〜 10.12

2021.11.24 〜 11.25
4 日間 

（2 日間 ×2 回） 20 36,000
137 販路開拓（マーケティング）の考え方・進め方	 インターバル 2022.  1.27 〜   1.28

2022.  2.24 〜   2.25
4 日間 

（2 日間 ×2 回） 20 36,000

管理者養成 201 経営管理者養成コース  【第 25 期】	 インターバル 2021.  6.  8 〜 11.19 24 日間
（4日間 ×6回） 20 298,000 

業界における経営管理者層の資質の更なる向上を図り、経営基盤の一層の強化を目指す観点から、会員
事業者の経営者・管理者等を対象に、中小企業大学校において実施される経営戦略等の講座を受講された
場合、受講料の３分の２または 3分の１を助成します。ただし、国、自治体、他団体から受講料の 3分の
1以上の助成を受けた場合は、3分の1のみの助成となります。

●制度の対象となる講座
（１）トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座 （２）実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
（３）管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座 （４）女性リーダーの能力開発等に関する講座
（５）情報化、システム構築に関する講座 （６）その他物流事業にかかわる講座
※職場にいながら受講できる、Web研修（WEBee Campus）も助成の対象になります。

●手続きフロー

※ 1 会員からの複数の申込みも妨げませんが、申込みが多い場合は人数を調整します。（ただし、定款第５条（1）普通会
員の「イ」にあたっては、１名とします。）

※「受講申請通知書」「誓約書」「受講修了通知書」は県ト協ホームページからもダウンロードできます。
※受講修了後の助成金申請時に、中小企業大学校で記入したアンケートの（写）もご提出ください。

受講料３分の２（長期講座は3分の１）を助成します！

①別紙「受講申請通知書」、「誓約書」を提出

②受講承認通知

③講座の申込み及び受講料の納付。受講

④受講終了後、「受講修了通知書」、「受講修了証書（写）」、「振
込金受取書（写）」 、 「アンケート（写）」を添えて助成金申請

⑤助成金の支払い

会員事業者

県ト協

中小企業大学校

県ト協

情報
BOX
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近代化基金融資公募の案内

令和３年度
（令和3年 4月 1日〜令和 4年 3月 31日）

第45回近代化基金融資
公 募 の し お り

公益社団法人　鹿児島県トラック協会

①県ト協の公募は、原則先着順で受付けます。

②公募額を超える申込みは、全日本トラック協会に推薦します。
　融資推薦適否決定通知日も変わりますので注意してください。

③利子補給率　0.3％

鹿児島県ト協
公募期間

第1期 第2期 第3期
5.10～20 10.12～20 1.11～20

融資推薦適否
決定通知日

5月末～
6月10日

10月末～
11月10日

1月末～
2月10日

公募総枠 ７億円

　
県ト協公募総枠超過分

全日本トラック協会へ推薦

融資推薦適否
決定通知日

１回目
9月中旬

２回目
2月中旬

融資対象者  公益社団法人鹿児島県トラック協会の会員及びその持株会社
　　　　　　（傘下の貨物自動車運送事業者に係る資金調達を行う者に限る）

近代化基金融資は、運輸事業振興助成補助金をもって基金を創設し、利子補給による長期低利の

融資を推進して、トラック運送事業の近代化、合理化をはかるものです。

情報
BOX
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協会への決算書の提出は
不要です。

【問合せ】
〒891-0131　鹿児島市谷山港2-4-15　
公益社団法人　鹿児島県トラック協会　経理課　TEL:099-261-1167　FAX：099-261-1169

入退会紹介

入会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

令 和 3 年 3 月 1 日 一 般
有限会社　園原運輸

鹿児島営業所 西山　尚男 鹿児島南支部
普通車 5 両

小型車

入　会

退会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

令 和 3 年 3 月 2 日 一 般 有限会社　大輝運輸 谷口　資展 鹿児島南支部
普通車

小型車

令 和 3 年 3 月 2 日 一 般 株式会社　共立 國分　修二 霧 島 支 部
普通車

小型車

退　会

情報
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大隅地区研修センターでの初任診断
及び適齢診断の実施について

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
協会では、大隅地区研修センターに適性診断機器を設置し、初任診断及び適齢
診断を行っています。毎週水曜日を適性診断機器による診断日とし、令和 3年 4
月から 9月については、別紙のとおり実施します。
受診を希望する場合は、別添 1「適性診断受診申込書」を受診日の概ね 1週間
前までに FAXでお申し込みください。

敬具

記

1　実 施 日 　 ・実施場所及び診断内容  別紙のとおり

2　受 診 料 　  初任診断及び適齢診断ともに3,600円 当日徴収します。

　　　　　　　　　　（4,800円のうち、協会で1,200円助成）

3　そ の 他

○�適性診断機器による診断を受診し、後日カウンセリングを受診して、適性診
断受診完了となります。

・申込み順で受け付けます。

・業務の都合等により受診日、受診時間等の変更をお願いすることがあります。

・�受診される方は、マスクの着用と受診当日の朝、発熱および身体症状（咳・の
どの痛み・倦怠感など）がある場合は、受診を控えてください。 

【問合せ先】
（公社）鹿児島県トラック協会（労働環境課）
電話 099−261−1167

情報
BOX
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令和 3 年度　上期（4 月〜 9 月）実施予定日
（1）適性診断機器による診断（初任・適齢）実施日
　　　※一般診断は実施していません。

実施月日（令和 3 年） 実施時間（概ね 90 分程度） 実施場所 備考

4月
  7 日（水）	 14日（水）

① 9時 00分〜
② 10時 30分〜
③ 13時 15分〜
④ 14時 45分〜

大隅地区研修
センター1階

21日（水）	 28日（水）

5月
12日（水）	 19日（水）

26日（水）

6月

  2 日（水）	  9 日（水）

24日はカウンセリング
も併せて別途実施

23日（水）	 24日（木）

30日（水）

7月
  7 日（水）	 14日（水）

21日（水）	 28日（水）

8月
  4 日（水）	 18日（水）

26日はカウンセリング
も併せて別途実施

25日（水）	 26日（木）

9月

  1 日（水）	  8 日（水）

15日（水）	 22日（水）

29日（水）

注 1　各①〜④の時間に各1名しか受診できません。
注2　適性診断機器による診断のほか、（2）のカウンセリングを受ける必要があります。

（2）カウンセリング実施日（予定）

実施月日（令和 3 年） 開始時間 ( 概ね６0 分程度） 実施場所 備考

6月 24日（木） ①11時 00分〜

② 13時 30分〜

大隅地区
研修センター

機器による適性診断も
併せて別途実施

8月 26日（木）

注1　適性診断機器による初任及び適齢診断を受診した方を対象とするカウンセリングです。
注2　カウンセリング実施日は、都合により変更する場合があります。
注3　カウンセリングは、複数名で実施します。

別添

情報
BOX
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適性診断受診申込書（大隅地区）
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日　
　

会 社 名　　　　　　　　　　　　　   　　　　㊞

電話番号　　　　　　　　　担当者名（　　　　　）

下記のとおり適性診断（初任・適齢）の受診を申込みます。
※受診する診断、実施日、受診者名の必要事項を記入の上、返信ください。

日時及び診断
受診者名

1「適性診断機器」による診断希望日
　・第 1 希望日　令和　　年　　月　　日（　　）

【初任・適齢】　　　時　　　分〜（受診者名：　　　　　　　　　）

【初任・適齢】　　　時　　　分〜（受診者名：　　　　　　　　　）

　・第 2 希望日　令和　　年　　月　　日（　　）

【初任・適齢】　　　時　　　分〜（受診者名：　　　　　　　　　）

【初任・適齢】　　　時　　　分〜（受診者名：　　　　　　　　　）

2「カウンセリング」希望日
　・令和　　年　　月　　日（　　）
　　時間： 　11 時 00 分〜　・　13 時 30 分〜

受診者名（　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

　・令和　　年　　月　　日（　　）
　　時間： 　11 時 00 分〜　・　13 時 30 分〜

受診者名（　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）
※1・2ともに、開始時間15分前までにお越しください。

実施場所 大隅地区研修センター

備　　考

・適性診断機器による診断は、各時間に1名ずつしか受診できません。
・申込み順で受け付けます。
・�実施人数に限りがあるため、受診の時間等の変更をお願いすることが
あります。

※ FAX（099 － 261 － 3113）へ返信ください。

別添 1



適正化だより
令和3年2月 巡回指導結果

巡回指導評価別結果

32件
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Ⅰ．事業計画等
Ⅱ．帳票類の整備等

Ⅲ．運行管理等
Ⅳ．車両管理等
Ⅴ．労基法等
Ⅵ．法定福利費

Ⅶ．運輸安全マネジメント

指導区分別(否)比率

% % %0 10 20 30 40
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12.1％

1.9％

25.9％

巡回指導結果では、A評価（適の割合：90％以上）が18％、B評価（適の割合：80％以上）が39％でした。
指導評価区分では「Ⅶ．運輸安全マネジメント」が 25.9％、「Ⅲ．運行管理等」が 17.0％の指摘率でした。
否の割合の高い指導項目は、
　運輸安全マネジメント・・・「輸送の安全に関する目標が未作成」等
　運行管理等・・・「初任診断全て未受診」「連続運転 4 時間超」「初任運転者全て教育未実施」等

運輸安全マネジメントの取り組み事例

その他不明な点等ありましたら、トラック協会適正化事業課まで気軽に連絡してください。
（公社）鹿児島県トラック協会 適正化事業課：TEL099－ 210－ 9498
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令和2年（2020）12月現在、当県におけるGマーク取得事業所数は463事業所であり、
5両未満を除く認定率は、41.2％です。（全国の認定率38.2％）
令和 3年度（2021）から令和5年度にかけて、早期に認定率50％を目指します。
このため支部・部会が主体的に目的意識を持って、具体的な取組みを行う必要があります。
説明会では、取得に必要なノウハウを具体的に説明しますので参加ください。
引き続きGマーク取得率アップを努力目標に掲げ、積極的に取り組んでいきましょう。

1．�令和 5 年度までに認定率 50％を目指します。

※令和3年 (2021)2 月現在事業所数1,429 (5 両以上 1,126) 

2．下記の事業者については、目標年度を設定して取得に努めることとしました。 

① 協会本部役員の事業所	 ［達成］

② 支部及び部会役員の事業所	 ［令和 4年度（2022）まで］

③ 車両数 50両以上の事業所	 ［令和 4年度（2022）まで］

④ 支部取得率 平成 30年度（2018）比 20％アップ	［令和 3年度（2021）まで］

目標達成支部 令和 2年度（2020）比 10％アップ	［令和 3年度（2021）まで］

⑤ 部会取得目標

取得率70％未満 令和元年度比20％アップ	 ［令和 3年度（2021）まで］

取得率70％以上 100％取得	 ［令和 3年度（2021）まで］

タイトルＧマーク取得対策について

Gマーク
だより 
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Gマーク
だより 
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タイトルタイトル
3�．Ｇマーク取得率アップと安全意識の向上を目的とした説明会及び研修会を開催
します。 

①　安全性評価事業説明会
	 令和３年度 (2021) 申請に向けた説明会及び次年度申請に向けた説明会を地区
毎に開催します。

②　随時説明会・個別相談
	 支部会、部会からの要請にお応えし実施します。お気軽にお知らせください。 
	 また取得希望事業者への個別相談に対応します。

③　加点対象となる外部研修会（安全性取組の積極性５）
	 毎月発行するトラック情報において案内します。

安全性評価事業説明会

R3
申
請
対
象

４
月 

2021年度

申請のための説明会

26日（鹿児島）県ト協

27日（北　薩）北薩地区研修センター

28日（大　隅）大隅地区研修センター

11
月 

2022年度

申請に向けた説明会

（鹿児島）県ト協

（北　薩）北薩地区研修センター

（大　隅）大隅地区研修センター

支部会、部会からの要請にお応えし
説 明 会 を 実 施 し ま す の で
お 気 軽 に お 知 ら せ く だ さ い

加点対象となる外部研修会（安全性取組の積極性５）

R3
申
請
対
象

日 程 等 決 ま り 次 第 毎 月 発 行 す る
トラック情報において案内します

Gマーク
だより 
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タイトルタイトル
4．Ｇマークの取得推進について
（ H30.10.30 適正化事業対策委員会発議  H30.11.30 理事会承認 ）

1．支部会員・部会員の、Gマーク取得への取組みを積極的に進める

2．�支部・部会の役員の全員が、令和元年度（2019）から令和 2年度（2020）までに
取得する

3．�トラック協会事務局としても、引き続き支部及び部会のGマーク取得については、積
極的に支援する

※	 以上について、各支部・部会において取り組むこととしました。

Ｇマーク取得事業者の巡回指導評価は、未取得事業者と比較してＡ・Ｂ評価が
ほとんどを占めています。
Ｇマークを取得することによって、安全で適正な事業運営が図られます。

Gマーク
だより 
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○国土交通省が推進する「安全性優良事業所」の認定制度です。
○ G マーク事業所の事故割合は未取得事業所に比べて半分以下です。
○安全性の高いトラック運送事業者を選ぶための目安になります。

安全性優良事業所に係るインセンティブ付与 

国土交通省

 違反点数の消去
通常、3 年間となっている違反点数の付与期間について、違
反点数与後 2 年間違反点数の付与がない場合、当該違反点数
が消去されます。

IT 点呼の導入
対面点呼に代えて、国土交通大臣が定める設置型又は携帯型
のカメラを有する機器による営業所間等での点呼が可能とな
ります。

点呼の優遇
2 地点間を定時で運行する形態の場合の他営業所における点
呼、同一敷地内に所在するグループ企業間における点呼が承
認されます。

補助条件の緩和 CNG トラック等に対する補助について、新車のみの導入に
係る最低台数要件が 1 台に緩和（通常 3 台）されます。

安全性優良事業所
表彰

安全性優良事業所のうち、連続して 10 年以上取得している
など、さらに一定の高いレベルにある事業所が表彰されます。

基準緩和自動車の
有効期間の延長

基準緩和自動車が適切に運行されている場合、緩和の継続認
定において、有効期間が最長 4 年間まで延長（通常 2 年間）
されます。

特殊車両通行許可
の有効期間の延長 

特殊車両の通行許可について、一定の要件を満たす優良事業
所の車両の場合、許可の有効期間が最長４年間まで延長（通
常最長２年間）されます。 

全日本トラック
協会 助成の優遇

都道府県トラック協会の会員事業者に対する助成事業につい
て、予算の範囲内で次の優遇措置が受けられます。
　①ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
　　特別研修への受講料助成金の増額（通常 7 割⇒ 全額助成）
　②安全装置等導入促進助成事業

IT 機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型ア
ルコール検知器への 1 台につき、2 分の 1、上限 2 万円
の助成

　③ 経営診断受診促進助成事業
　・経営診断助成金の増額（通常 8 万円⇒ 10 万円）
　・経営改善相談助成金の増額（通常 2 万円⇒ 3 万円）

損保会社  保険料の割引 損害保険会社の一部企業では、運送保険等において独自の保
険料割引を適用しています。

 

安全への取組みを見える化！
Gマークを取得しましょう！

Gマーク
だより 
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2021年度安全性評価事業（Gマーク）の事前説明会を、
鹿児島地区、北薩地区、大隅地区の研修センターで開催します。
鹿児島地区開催については YouTube にて LIVE 配信します。

2021 年度安全性評価事業（G マーク）事前説明会申込書
FAX 送信先（099-262-5500）

受講希望地
※〇で囲んでください

① 4/26 鹿児島　　　②4/27北薩　　　③4/28大隅　　　④ Youtube

事業者名 営業所名

役職・氏名
※複数の場合は代表者の方をご記入ください

名出席

連絡先 TEL FAX

メールアド
レス

※ YouTube で視聴希望の方は必ず記載ください。視聴URLを送付します。

( 公社 ) 鹿児島県トラック協会　ホームページ　　http://www.kta.jp

1．対象　・�認定取得を希望する事業者及び更新しようとする事業者及び更新事業者（軽
貨物は除く）

2．内容　・申請方法及び評価項目への対応について　　・個別相談　　等

3．開催日時及び場所
	 ① 鹿児島県トラック研修センター	 4月 26日（月）　13：30〜（2時間程度）

	 ② 北薩地区研修センター	 4月 27日（火）　13：30〜（2時間程度）

	 ③ 大隅地区研修センター	 4月 28日（水）　13：30〜（2時間程度）

	 ④  Youtube	 4 月 26日（月）　13：30〜（2時間程度）
※鹿児島県トラック研修センターでの説明会を Youtube にて配信 (一定期間公開 )します。
　視聴希望の方は視聴URLを送付しますので申込時にメールアドレスを記載してください。

4．申込方法
�	 ① 県ト協ホームページの申込専用ページからお申込みください。
	 ② QRコードからも申込可能です。
	 ③ FAX の場合は、下記の申込書にてお申込みください。

5．問合せ先
ご不明な点がありましたら、適正化事業課までお問合せください。
【TEL】099－ 210－ 9498　【メール】tekiseika@kta.jp

タイトル2021年度安全性評価事業（Gマーク）事前説明会の案内

Gマーク
だより 



B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより
タイトル支部・部会開催状況

月　日 行事名 場　所

3月 19日（金）
鹿児島県トラック輸送鹿児島南栄会定
例会・セミナー・懇親会

ホテル・レクストン鹿児島
（鹿児島市）

3月 23日（火）令和2年度第4回薩摩中央支部役員会
北薩地区研修センター
（薩摩川内市）

3月 24日（水）令和2年度第4回薩摩南支部役員会
鹿児島県トラック研修セン
ター（鹿児島市）

3月 24日（水）トラック肝属車友会役員会 迫田荘（鹿屋市）

3月 26日（金）鹿児島県トラック鹿屋支部通常総会 うなぎの川豊（鹿屋市）

3月 30日（火）トラック協会日置支部役員会
鹿児島県トラック研修セン
ター（鹿児島市）

月　日 行事名 場　所

3月 3日   （水）令和2年度第2回青運会役員会 メリッサ（鹿児島市）

3月 4日   （木）令和2年度第2回タンク部会役員会
なべしま与次郎店
（鹿児島市）

3月 4日   （木）第 3回引越輸送部会定例会 凌雲閣（鹿児島市）

3月 4日   （木）
令和2年度九州ブロック女性協議会第
3回役員会（Web会議）

鹿児島県トラック研修セン
ター（鹿児島市）

3月 17日（水）令和2年度第3回女性部会定例会
鹿児島県トラック研修セン
ター（鹿児島市）

3月 25日（木）
令和2年度九州ブロック女性協議会第
4回役員会

福岡県トラック総合会館
（福岡県）

3月 26日（金）女性部会募金活動
鹿児島県交通被災者たすけ
あい協会（鹿児島市）

支　部

部　会
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより
会員の声

鹿児島県トラック輸送鹿児島南栄会定例会・セミナー・懇親会

標準的な運賃告示制度を聞き、届出も簡単にできることがわかりました。まだ届出
をしていないので、なるべく早めに届出をしたいと思います。

鹿児島県トラック輸送鹿児島南栄会定例会・セミナー・懇親会
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資料データ資料データ
平成27年度（５月）巡回指導結果過積載違反状況　令和3年2月分　　　　

資料:鹿児島県警察本部

苦情等  （令和3年2月）

◉ �10 号線を姶良市方面に走行中、トラックが 90km/h 程の速度で走っていた。
速度超過で指導してください。

◉ �営業用ナンバーの車両が個人宅に駐車してある。車両持帰りではないか。

【積載物・違反取締状況（R3.1 〜 R3.2）】

※車両後方の最大積載量の記載がないとの苦情が増えております。確認をお願いします。

過積載取締り状況(件数)

年     月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 累計

R2 1 1 2 8 9 5 5 2 5 14 2 9 63

R3 6 0 6

令和 3年 2月は違反0件でした。

【積載物・違反取締状況】

1
2
3

4
5
6
7
8

1
2
3

4
5
6
7
8

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10 割未満 10 割以上

合　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10 割未満 10 割以上

■そ の 他 0 0 0 1 0 0 0 1 1

■機 械 類 0 2 0 0 0 0 0 2 2

■コンクリート製品 0 0 0 1 0 0 0 1 1

■砕　　石 0 0 0 0 0 1 0 1 1

■砂　　利 0 0 0 1 0 0 0 1 1

合　計 0 2 0 3 0 1 0 6 6

56



資料データ資料データ
平成25年度

安全性評価事業(Gマーク)事前説明会のご案内鹿児島県内における交通事故の発生状況

１　令和3年2月末現在の交通事故発生状況

２　地域別・事故形態別の交通事故発生状況

発生件数 死者数 傷者数
令 和 ３ 年 606 ８ 671
令 和 ２ 年 671 12 769

増 減 － 65 －４ － 98

発生件数 死者数 傷者数
令 和 ３ 年 15 ０ 16
令 和 ２ 年 17 １ 17

増 減 －２ －１ －１

県内の交通事故状況

※�　鹿児島市、指宿市、阿久根市、出水市、
知名町で死亡事故が発生 !!

※�　宮崎県都城市で営業用貨物による
死亡事故が発生 !!

営業用貨物自動車の交通事故状況
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※　追突、出会い頭事故
が 52％を占めている

※　前年同期比で、南薩、
北薩、大島ブロック
の死亡事故が増加

※　横断中死者が２人、歩行者に注意 !!

事故類型別発生件数

ブロック別死者数状況

事故類型別死者数

3年

路上通行中
横断歩道横断

その他横断
その他

正面衝突
追突

出会い頭
追越追抜時

左折時
右折時

すれ違い時
その他

工作物衝突
駐車車両衝突

路外逸脱
転倒

その他

鹿　児　島

南　　　薩

北　　　薩

姶良・伊佐

曽於・肝属

熊　　　毛

大　　　島

高 速 道 路

人
対
車
両

車
両
相
互

車
両
単
独

2年

路上通行中
路上横断中
路上作業中
路上停止中

路上横臥
その他

正面衝突
追突

出会い頭
追越追抜時

左折時
右折時
その他

工作物衝突
駐車車両衝突

路外逸脱
転倒

その他

人
対
車
両

車
両
相
互

車
両
単
独

ブロック（警察署管轄）別人身・物損事故発生状況

鹿児島

南薩

北薩

伊佐・姶良

曽於・肝属

熊毛

大島

高速道路

（鹿児島ブロックとは、鹿児島市内３警察署、日置警察署）
物損事故
人身事故

３　営業用貨物自動車による死亡事故（県外での発生）				  
　※　事故の概要

2 月 12日（金）午前 11時 30分ころ、大型トラックが宮崎県都城市の信号機のない交差点を右折する際、対
向車線を直進の大型バイクと衝突し、大型バイクの男性（64歳）が死亡したもの

　※　事故防止対策
・ �交差点の手前では減速、徐行し、対向車や歩行者に注意しながら、安全な速度と方
法で進行してください。特に、右折するときには、対向車線を走行する二輪車が見
えにくくなることがありますので、十分注意してください。

・ �日ごろから、「ゆとり運転」、「ゆずる運転」、「ゆっくり運転」の「3Y運転」に努め
ましょう。

・ 事故原因を究明するために、ドライブレコーダーの装着をお願いします。
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■整備管理者の業務
整備管理者は、次に掲げる事項の執行に係る基準に関する規程 (整備管理規程 )を定め、これに基
づき業務をおこなわなければなりません。				  
① 日常点検の実施方法を定めること
② 日常点検に基づき、運行の可否を決定すること
③ 定期点検を実施すること
④ 日常点検・定期点検のほか、随時必要な点検を実施すること
⑤ 日常点検・定期点検・随時必要な点検の結果、必要な整備を実施すること
⑥ 定期点検及び⑤の整備の実施計画を定めること
⑦ 点検整備記録簿その他点検及び整備に関する記録簿を管理すること
⑧ 自動車を管理すること
⑨ ①～⑧に掲げる事項を処理するため、運転者・整備員その他の者を指導し、または監督すること

平成27年度（５月）巡回指導結果

巡回指導結果では、C評価 (適の占める割合が70％以上 80％未満 )が 35％でした。
指導評価区分では「Ⅳ．車両管理等」26.0％、「Ⅲ．運行管理等」23.3％の指摘となっております。

項目では、「整備管理者研修」が66.6％、定期点検の一部未実施が29.3％と指摘率が高く、指摘が多かった理
由としては、「整備管理者の研修未受講」、「3か月点検一部未実施」・「点検記録簿一部保存なし」が挙げられます。

整備管理者に選任されている方は、2 年に一回の研修受講をお願いします。

■定期点検の実施
定期点検整備計画 (実施 ) 表等を作成し、計画的に定期点検を実施します。
実施した時には、その旨及び実施者等を記入し、実施状況を把握します。(電子的に管理すること
も可能 )
また、自動車の使用者は、定期点検記録簿を自動車に備え置き、定期点検整備を実施した時は、
点検の年月日、点検結果等を定期点記録簿に記載し、1年間保存しなければなりません。なおそ
の写しを営業所にも保存するようにしてください。
定期点検の実施は、点検基準にそって実施しますが、分解整備を行わなければ点検できない箇所や、
点検の結果により分解整備が必要となる場合があります。
◯自動車運送事業者が、認証 (※ 1) を受けずに自社車両の分解整備を行うことはできません。
◯分解整備に該当する作業を行う場合は、地方運輸局長の認証を受けた整備工場等で実施してくだ
さい。
※1　道路運送車両法第78条（認証）
自動車分解整備事業を経営しようとするものは、自動車分解整備事業の種類及び分解整備を
行う事業場ごとに地方運輸局長の認証を受けなければならない。
分解整備となる主な作業例
●原動機（エンジン脱着）
●動力伝達措置（ドライブシャフト、プロペラシャフト脱着）
●緩衝装置（リーフスプリング脱着）
●かじ取り装置（タイロッドエンド脱着）
●制動装置（ディスクキャリパ、ブレーキドラムの取り外し）
●走行装置（ロアアーム脱着）

ご不明な点がありましたら、適正化事業課までご連絡ください。

軽油価格調査報告
（令和3年1月分　資料:全日本トラック協会）

●単純集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

97.43 87.16 95.95 

●元売別集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

E N E O S 99.37 85.93 98.74 

出光昭和シェル 95.59 88.59 97.95 

キ グ ナ ス

コ ス モ 98.75 84.20 92.63 

そ の 他

●月間購入量別集計表　
月額購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 98.41 86.91 96.28 

30～50キロリットル未満 89.00 85.40 

50～100キロリットル未満 86.18 

100キロリットル以上 90.53 87.28 

●支払期限別集計表　
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 96.34 87.34 90.30 

30～60日未満 99.72 87.13 95.97 

60日以上 94.75 87.08 118.00 

●軽油価格推移表　

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

※上記価格には消費税が含まれておりません。
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Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

日　時：令和3年 3月 19日（金）
場　所：鹿児島県トラック研修センター
参加者：6名

理事5名、監事1名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（議題）
・令和2年度補正予算（案）について
・令和3年度事業計画（案）について
・令和3年度収支予算（案）について
・第36回フォークリフト運転競技鹿児島県大会実施要綱（案）について

上記事項は全て、出席理事全員一致で承認されました。

令和2年度第４回陸災防鹿児島県支部理事会
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鹿児島県内における労働災害の発生状況

陸上貨物運送事業事故の型別・年齢別死傷災害発生状況
(2021 年 2 月 )

陸上貨物運送事業月別死傷災害発生状況（2021 年 2 月分）

過去5年間平均2021年 2020年

0

5

10

15

20

25

30

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月
0

5

10

15

20

8  

12 

 

16 

 

13 

 

14 

 

15 

 

18 

 

16 

 

14 

 

14 

 

16 

 

15 

12 

16

 11 

21

 12 

18

 11 
15

 

18

 15 
18

 
1814 15

2月は前年同期に比べ減少！
死傷災害ゼロを目指しましょう。

県内業種別死傷災害発生状況（2021 年 2 月分）
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陸上貨物運送事業では、墜落・転落が最も多い！
気を付けましょう！
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激突され

動作の反動・無理な動作

はさまれ・巻き込まれ

転倒

2月末 事故の型 割合順位 件数

陸上貨物運送事業では、40歳以上の割合が7割以上！
気を付けましょう！
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30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～

2月末 年齢層 割合人数
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～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容

http://www.kta.jp
〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目4-15 ☎099-261-1167  E-mail / kentora@kta.jp

Kagoshima truck information

お知らせ掲示板
トラックにおける新型コロナウイルス感染予防

対策ガイドライン（第2版）
新型コロナウイルス感染症に関する支援策
 など

情報ボックス
「標準的な運賃」支部・部会における取組みに

ついて【R3.3.19理事会決定】 など

巻頭
（公社）鹿児島県トラック協会令和3年度事業

計画重点事項
新入学児童に交通安全教材を贈呈 など

TOPICS
令和2年度第6回理事会
令和2年度第12回正副会長会
令和2年度第5回総務委員会 など

「りんごトラック」 令和2年度「夢のあるトラック」絵画コンクール　1年生部門最優秀賞　阿久根市立阿久根小学校 和田 唯生さん


